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土木学会

小委員会資料（本間）


	鋼構造委員会「新しい高性能鋼材と利用技術に関する調査研究小委員会」WG活動案


本小委員会の目的に即して、WG活動案として以下を提案します。

● 背景と目的
従来より強度、じん性、溶接性などに優れた高性能鋼材の活用による鋼橋の設計・製作面での合理化の可能性について国内外で研究、開発、実用化が進められており、米国では、連邦道路庁（FHWA）、米国鉄鋼協会（AISI）、アメリカ海軍の三者による高性能鋼橋梁の研究プロジェクトが実施され、HPS485Wをはじめとする高性能鋼が米国において広く普及しつつある。

一方、国内においても、橋梁用の新しい鋼材として、降伏強度 500MPa級および700MPa級の溶接構造用圧延鋼材（BHS500, BHS500W, BHS700W）の提案がなされており、一部の橋梁で高強度と良好な製作性を活かして、採用され始めている。

しかしながら、このような新鋼材についての設計や製作に関する技術基準類はまだ一般化しておらず、広く活用することができる基盤の整備が望まれる。また、実橋に採用した事例やメリットに関する技術知見も知られていない。そこで、新鋼材に関する設計法、製作基準、設計例などを調査、収集し、有用な技術情報として発信することを目的とする。
· 活動期間：2007年5月から2年間を予定。
· 活動目標及び活動内容（案）

新しい高性能鋼材を活用した鋼橋の普及発展により、経済性、品質、耐久性を含めた鋼橋の性能向上といったことに貢献することを目的として、学会として有用な知見を纏め、設計や製作を含めた高性能鋼材の利用技術基盤を整備することを目標とする。具体的には、新しい高性能鋼BHS（耐候性鋼含む）を中心として以下の活動を行うことを一次案としています。

WG１：設計法WG

· 実橋に高性能鋼を採用した事例やメリットに関する技術知見の収集、試設計例の作成

· 高性能鋼適用の設計ガイドライン（設計にあたって参考となる資料、指針案的なもの）を提案する方向で検討を進める。

WG2：製作WG

· 新鋼材に関する製作基準、実橋の製作事例や高性能鋼の施工試験検討結果等を調査、収集する。

· 高性能鋼適用の製作、品質管理基準など、製作ガイドライン（製作にあたって参考となる資料、指針案的なもの）を提案する方向で検討を進める。

· 会議開催実績及び予定

第１回

日　時：平成19年5月31日（木）14:00〜17:00

場　所：土木学会Ｆ会議室
議　題：小委員会活動方針
・委員会設立の背景と目的，活動目標，活動方針

・委員からの高性能鋼に関する情報とニーズ提供

・話題提供：High Performance Steel（小西委員）

第２回

日　時：平成19年7月12日（木）14:00〜17:00

場　所：土木学会Ｆ会議室
議　題：・話題提供（織田委員）新鋼材による新しい合理化設計

　　　　・ＢＨＳ鋼を用いた鋼橋設計法

　　　　・ＢＨＳ鋼の製作性評価試験結果他

　

第３回

日　時：平成19年9月25日（木）13:00〜18:00

場　所：東京港湾事務所会議室
議　題：・東京湾臨海大橋下部工、及び、南北水路横断橋梁上部工の見学

（千葉委員、保坂委員、渡邊委員）

　　　　・ＢＨＳ鋼の溶接施工試験計画（Scope町田様）

第４回

日　時：平成19年11月19日（月）14：00-17：00

場　所：土木学会
議　題：・話題提供：臨海大橋における設計概要

（保坂委員,ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ鴫原様、糸井様）

・WG活動案の検討

　　　　

第５回（予定）

日　時：平成20年2月1日（金）13：00-17：00

場　所：川田工業四国工場
議　題：・臨海大橋の製作状況見学

　　　　・WG活動

